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も機能性の材料も必要不可欠である。これらの問題を解決すべく，Surface Pre-reacted glass-ionomer 
(S-PRG)技術により，高い物性とフッ素徐放性を有するS-PRGフィラー含有の機能性修復材料が開発さ
れた。しかし，小児歯科領域における本材料の予後については十分な検討がなされていないのが現状
である。
そこで本研究では，S-PRGフィラー含有乳歯用レジンを用い，乳歯にC1-C2の齲蝕を有する小児95名
を対象に，レジン修復を行った上顎127歯，下顎104歯，合計231歯に対し，処置後１８ヶ月まで３ヶ月
毎に修復物の脱落および破折状況，２次齲蝕の発生状況の確認を行い，予後について検討した。
その結果，全観察期間中，全部脱落は21歯，部分破折は１歯で，歯種別間で有意差が認められなかっ
た。窩洞形態別では，前歯においては脱落した症例は計７歯で，全て隣接面を含む窩洞であった。臼
歯では脱落した症例は計14歯で，その大きくは（12歯）は隣接面を含む窩洞であった。さらに，全て
の観察期間に置いて，2次齲蝕は認められず，これまでのレジン修復に比べ，極めて低い有害事象の発
生率であることが示唆された。
本研究では，S-PRGフィラー含有乳歯用レジンの小児歯科への有用性について臨床研究による検討
に基づき明らかにした。本研究は，S-PRGフィラー含有乳歯用レジン修復の優れた予後および2次齲蝕
予防効果を明らかにするにより，小児用修復用レジンとしてのS-PRGフィラー含有乳歯用レジンの将
来性を示しており，小児歯科学の研究および臨床領域に学術的貢献をし得ることから 博士（歯学）の
学位論文として相応しいと判断する。
